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書            

評

　

本
書
は
、
著
者
で
あ
ら
れ
る
千
葉
惠
氏
が
、
四
〇
年
以
上
に
わ

た
る
自
身
の
研
究
の
集
大
成
と
し
て
、
そ
の
成
果
を
世
に
問
う
た

著
作
で
あ
る
。
上
下
二
巻
か
ら
な
り
、
一
、
三
〇
〇
頁
を
超
え
る

大
著
で
あ
る
。

　

全
体
は
主
要
三
部
か
ら
な
る
。「
序
文 ―

 

信
の
哲
学 ―
」
に
続

き
、「
信
の
哲
学
を
可
能
に
す
る
も
の ―

 

ロ
ゴ
ス
と
エ
ル
ゴ
ン
の

共
鳴
和
合 ―

」
と
題
さ
れ
た
第
一
部
、「
パ
ウ
ロ
に
お
け
る
信
の

根
源
性
と
信
と
業わ

ざ

な
ら
び
に
心
身
（
霊
肉
）
の
統
一
理
論
」
と
題

さ
れ
た
第
二
部
（
上
巻
、
八
三
六
頁
）、「
神
学
と
哲
学
の
系
争
点

克
服
を
担
う
信
の
哲
学
」
と
題
さ
れ
た
第
三
部
、第
三
部
の
「
附
録
」

と
し
て
「
パ
ウ
ロ
『
ロ
ー
マ
書
』
の

概
と
新
訳
」
が
附
さ
れ
て

い
る
（
第
三
部
の
み
の
下
巻
は
、「
あ
と
が
き
」、「
索
引
」、「
文
献

目
録
」
を
含
め
五
二
〇
頁
）。

　

各
部
が
そ
れ
ぞ
れ
単
独
の
著
書
に
相
当
す
る
と
い
っ
て
い
い
分

量
と
内
容
で
あ
り
、
各
部
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
序
」
も
あ
る
が
、
全

三
部
を
通
し
て
章
立
さ
れ
て
お
り
、
第
一
部
は
第
一
章
か
ら
第
二

章
ま
で
、
第
二
部
は
第
三
章
か
ら
第
四
章
ま
で
、
第
三
部
は
第
五

章
か
ら
第
九
章
（
と
上
記
「
附
録
」）
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
各
章

は
少
な
い
も
の
で
第
一
章
の
二
節
か
ら
、
多
い
場
合
は
第
三
章
の

九
節
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
節
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
節
で
は
、（
多
い
も
の
で
第
一
章
一
節
の
一
〜
八
ま
で
）
小

区
分
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
章
、
節
、
小
区
分
に
は
タ

イ
ト
ル
が
附
さ
れ
て
お
り
、
小
区
分
に
お
い
て
も
概
ね
い
く
つ
か

の
段
落
を
ま
と
め
て
小
見
出
し
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の

タ
イ
ト
ル
や
小
見
出
し
を
列
挙
す
る
だ
け
で
、
本
書
評
の
紙
数
は

尽
き
て
し
ま
う
だ
ろ
う
（
上
巻
i~

xvii
の
目
次
参
照
）。

　

本
書
は
、「
序
論
」
の
最
後
「
本
書
の
挑
戦
」
と
題
さ
れ
た
部
分

に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
二
千
年
の
研
究
の
蓄
積
に
一
つ
の
挑

戦
を
試
み
」（
上
二
二
頁
）
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
「
研
究
の
蓄
積
」

と
は
、
聖
書
（
学
）
の
研
究
、
哲
学
や
神
学
の
研
究
の
蓄
積
の
こ

千
葉  
惠
『
信
の
哲
学 

使
徒
パ
ウ
ロ
は

   
ど
こ
ま
で
共
約
可
能
か
』上
・
下

　
　
　
　
　
　
　（
北
海
道
大
学
出
版
会
、
二
〇
一八
年
）

佐
々
木
　
啓
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と
で
あ
る
。

　

第
一
部
は
、
第
一
章
が
「
信
の
哲
学
の
基
礎
理
論 ―

 

パ
ウ
ロ
神

学
の
哲
学
的
分
析
を
可
能
に
す
る
共
約
的
方
法 ―

」
と
題
さ
れ
、

本
書
全
体
の
序
章
と
も
い
う
べ
き
要
約
的
な
パ
ウ
ロ
論
と
な
っ
て

い
る
が
、第
一
部
の
残
り
（
第
二
章
﹇
上
一
七
七
〜
四
二
八
頁
﹈）
は
、

著
者
独
自
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
で
あ
る
。
著
者
の
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
理
解
に
お
い
て

と
な
る
い
く
つ
か
の
概
念
が
、
本
書
全
体

の
主
題
で
あ
る
パ
ウ
ロ
の「
信
の
哲
学
」の
土
台
を
形
成
し
て
い
る
。

と
り
わ
け
重
要
な
の
は
、「
ロ
ゴ
ス
」と「
エ
ル
ゴ
ン
」の「
分
節
」（
上

〔
巻
、以
下「
上
」「
下
」〕一
八
一〔
頁
と
記
す
〕な
ど
）と「
相
補
性
」（
上

八
六
、二
二
八
頁
な
ど
）、あ
る
い
は
「
総
合
」（
上
一
八
一
頁
な
ど
）

で
あ
る
（「
エ
ル
ゴ
ン
」
は
、
聖
書
に
お
い
て
は
伝
統
的
に
「
業わ

ざ

」

や
「
行
い
」
な
ど
と
訳
さ
れ
パ
ウ
ロ
に
と
っ
て
も
キ
ー
ワ
ー
ド
で

あ
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
だ
ろ
う﹇
本
書
一
五
な
ど
﹈。た
だ
し
、「
ロ

ゴ
ス
」
に
つ
い
て
は
、
著
者
は
い
く
ぶ
ん
無
造
作
に
ヨ
ハ
ネ
福
音

書
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
に
も
言
及
し
て
い
る
が
﹇
上
一
八
〇
﹈、
そ
こ
に

見
ら
れ
る
よ
う
な
「
ロ
ゴ
ス
」
概
念
を
パ
ウ
ロ
と
結
び
つ
け
う
る

か
な
ど
は
疑
問
で
あ
る
。
つ
い
で
な
が
ら
、
本
書
に
お
い
て
、
福

音
書
の
記
述
が
無
批
判
に
「
ナ
ザ
レ
の
イ
エ
ス
の
言
動
」
と
同
定

さ
れ
て
い
る
部
分
﹇
上
五
五
の
マ
タ
イ
の
い
わ
ゆ
る
「
八
福
」
の

説
教
、あ
る
い
は
、上
三
八
四
〜
三
八
七
頁
の
「
イ
エ
ス
の
言
行
録
」

の
扱
い
、
な
ど
随
所
﹈
に
つ
い
て
も
、
新
約
学
的
、
な
ら
び
に
解

釈
学
的
に
は
大
い
に
疑
義
が
あ
る
。
た
だ
し
、
下
記
の
よ
う
に
、

著
者
は
「
聖
書
学
」
や
「
解
釈
」
を
拒
否
し
て
い
る
）。

　

そ
の
よ
う
な
「
ロ
ゴ
ス
」
と
「
エ
ル
ゴ
ン
」
の
関
係
を
根
本
に

お
い
て
支
え
て
い
る
の
が
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
様
相
存
在
論
」

に
対
す
る
著
者
の
理
解
で
あ
る
（
上
一
八
二
、
八
〇
六
な
ど
）。
第

二
章
「
補
論
三 

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
存
在
様
式
（
様
相
）
の
誤
解

―
 『

可
能
態
と
現
実
態
』解
釈
の
乗
り
越
え ―

」に
お
い
て
著
者
は
、

「
在
る
も
の
に
在
る
限
り
に
内
属
す
る
〔「
力
能
（dunam

is

）」、「
実

働
（energeia

）」、
そ
し
て
「
完
成
（entelecheia

）」
と
い
う
〕

三
つ
の
存
在
様
式
の
う
ち
、『
統
率
的
に
一
で
在
る
こ
と
』
が
そ
こ

に
お
い
て
語
ら
れ
るentelecheia

（
完
成
）
が
ロ
ゴ
ス
と
エ
ル
ゴ

ン
を
媒
介
す
る
も
の
と
し
て
、
ロ
ゴ
ス
と
エ
ル
ゴ
ン
双
方
に
よ
り

共
有
さ
れ
る
最
も
根
源
的
な
存
在
論
的
概
念
と
し
て
独
自
の
役
割

を
担
っ
て
い
る
」（
上
四
一
六
）
と
論
じ
て
い
る
（
上
八
〇
三
）。

あ
る
い
は
、「
ロ
ゴ
ス
と
エ
ル
ゴ
ン
と
い
う
伝
統
的
な
分
節
と
総
合

は
人
間
の
学
的
思
考
の
基
礎
に
あ
る
と
言
う
べ
き
原
初
的
な
分
節
」

お
こ
な
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（
上
一
八
一
）
だ
と
さ
れ
る
。

　

こ
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
様
相
存
在
論
」
理
解
（
上
四
一
六

〜
四
二
〇
の
「
補
論
三
」
な
ど
）
が
、
本
書
全
体
で
展
開
さ
れ
る

議
論
の
基
礎
と
な
る
概
念
装
置
で
あ
る
。
本
書
全
体
で
主
張
さ
れ

る
パ
ウ
ロ
の
「
信
の
哲
学
」
を
理
解
す
る
に
は
、
こ
の
第
一
部
で

展
開
さ
れ
て
い
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
と
、
そ
こ
で
論
じ
ら
れ
て

い
る
上
述
の
よ
う
な

と
な
る
い
く
つ
か
の
概
念
を
十
分
に
理
解

す
る
必
要
が
あ
る
（
上
六
二
六
な
ど
）。

　

評
者
の
理
解
に
よ
れ
ば
、
上
述
の
「
ロ
ゴ
ス
」
と
「
エ
ル
ゴ
ン
」

の
「
分
節
」
と
「
総
合
」
に
よ
り
、
本
書
の
要
で
あ
る
著
者
に
よ

る
斬
新
な
「
ロ
ー
マ
書
」
理
解
が
提
示
さ
れ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、

そ
れ
も
ま
た
「
エ
ル
ゴ
ン
」
た
る
パ
ウ
ロ
の
言
語
が
、「
ロ
ー
マ
書
」

に
お
い
て
は
、
独
特
の
（
Ａ
、Ｂ
、Ｃ
、Ｄ
、
さ
ら
に
ｅ
の
）
四
つ
な

い
し
五
つ
の
「
言
語
網
」
を
形
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
「
エ
ル
ゴ
ン
言
語
」
は
、「
エ
ル
ゴ
ン
上
不
可
分
離
で
あ
る
が
、

ロ
ゴ
ス
上
分
節
を
許
容
す
る
仕
方
で
展
開
さ
れ
て
い
る
」
と
さ
れ

る
。
こ
れ
を
評
者
の
言
葉
で
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、「
ロ
ー
マ
書
」

の
著
者
（
実
は
書
き
と
ら
せ
て
い
る
﹇
ロ
ー
マ
書
一
六
章
二
二
節
﹈）

パ
ウ
ロ
が
、
ど
の
よ
う
な
本
質
的
内
容
を
、
ど
の
よ
う
な
相
手
に

向
か
っ
て
論
じ
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
即
し
て
展
開
し
た
、
論
述

上
の
あ
る
種
の
便
法
だ
と
理
解
し
た
（
著
者
は
引
用
に
続
け
て
「
行

為
主
体
を
分
節
し
た
う
え
で
一
般
的
な
言
明
と
し
て
抽
出
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
」
な
ど
と
記
述
し

て
い
る
﹇
上
五
四
三
﹈）。

　

た
と
え
ば
、
簡
単
に
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
言
語
網
Ａ（「
神
が
イ

エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
信
を
媒
介
に
し
て
啓
示
し
て
い
る
神
の
前
の

義
人
」
に
つ
い
て
の
「
神
の
理
解
」
上
四
七
〇
）
と
言
語
網
Ｂ（「
神

が
石
版
に
刻
ま
れ
た
十
戒
・
モ
ー
セ
の
律
法
を
介
し
て
啓
示
し
て

い
る
神
の
前
の
罪
人
」
に
つ
い
て
の
「
神
の
理
解
」
同
）
を
、
著

者
の
よ
う
に「
ロ
ー
マ
書
」の
精
緻
な
言
語
分
析
を
経
て
う
ま
く「
総

合
」
で
き
な
い
こ
と
の
ゆ
え
に
、
長
ら
く
そ
の
解
釈
を
煩
わ
せ
て

き
た
よ
う
な
矛
盾
、極
端
な
言
い
方
で
は
「
ス
キ
ゾ
フ
レ
ー
ン
」（
六

一
五
頁
注（
30
））が
あ
る
よ
う
に
見
え
た
、と
い
う
わ
け
で
あ
る（
第

三
章
第
四
節
「
一 『
ロ
ー
マ
書
』
の
矛
盾
の
嫌
疑
へ
の
応
答
」
上

五
二
二
〜
五
四
一
、並
び
に
同
六
一
五
の
注
（
30
）
に
お
け
る
ケ
ー

ゼ
マ
ン
や
田
川
健
三
に
対
す
る
批
判
な
ど
を
参
照
）。

　

こ
れ
ら
の
言
語
網
の
具
体
的
「
判
別
」
は
、第
三
部
の
「
附
録
１
」

ロ
ー
マ
書
の
「

概
」
に
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
表
面
的
な
ロ
ー

か
な
め
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マ
書
の
章
句
の
切
り
分
け
と
も
言
え
ず
、
ま
た
著
者
独
特
の
記
号

化
も
相
俟
っ
て
、
複
雑
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

こ
の
第
二
部
の
パ
ウ
ロ
の
言
語
網
の
分
析
に
と
っ
て
、
上
述
の

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
基
づ
く
概
念
装
置
と
と
も
に
重
要
な
今
一
つ

の
柱
は
、
聖
書
研
究
史
に
お
い
て
も
繰
り
返
し
議
論
を
呼
ん
で
き

た
「
ロ
ー
マ
書
」
三
章
二
二
〜
二
三
節
の
翻
訳
を
め
ぐ
る
問
題
で

あ
る
（
上
六
〇
九
注
（
24
））。
著
者
の
訳
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
「
神
の
義
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
信
を
媒
介
に
し
て
信
じ
る
者

す
べ
て
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
﹇
神

の
義
と
そ
の
啓
示
媒
介
で
あ
る
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
信
の
﹈
分

離
は
な
い
か
ら
で
あ
る
」。

　

ち
な
み
に
、
こ
の
箇
所
は
、
昨
年
十
二
月
に
公
刊
さ
れ
た
聖
書

協
会
共
同
訳
『
聖
書
』
で
は
、
従
来
の
新
共
同
訳
の
「
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
を
信
じ
る
こ
と
」
か
ら
、「
イ
エ
ス
の
真
実
」
へ
と
訳
し

変
え
ら
れ
た
。
著
者
が
と
り
わ
け
問
題
視
す
る
二
三
節
の
翻
訳
に

つ
い
て
は
、
著
者
千
葉
訳
と
は
異
な
る
が
、「
そ
こ
に
は
何
の
差
別

も
な
い
／
あ
り
ま
せ
ん
」
と
両
「
共
同
訳
」
に
実
質
的
な
相
違
は

な
い
（
わ
れ
わ
れ
は
ど
の
訳
を
信
頼
す
べ
き
か
。
こ
の
翻
訳
の
問

題
に
つ
い
て
は
、
最
後
に
私
見
を
述
べ
る
）。

　

か
く
し
て
著
者
は
、「
そ
の
（
神
学
的
言
語
）
の
手
前
で
Ａ
Ｂ
Ｃ

三
つ
の
言
語
網
を
ロ
ゴ
ス
上
帰
一
的
に
秩
序
づ
け
る
も
の
と
し
て

パ
ウ
ロ
は
『
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
信
』
を
そ
こ
か
ら
一
切
の
思

考
を
関
連
づ
け
る
当
該
性
基
準
（the relevancy criterion

）
と

し
て
提
示
し
た
」
と
結
論
づ
け
る
。
た
だ
し
、
こ
の
理
解
は
、
従

来
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
＝
信
仰
義
認
論
的
に
バ
イ
ア
ス
の
か

か
っ
た
「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
信
じ
る
こ
と
」
と
い
う
訳
と
は

究
極
的
に
は
矛
盾
し
な
い
（
第
三
章
第
三
節
一
、
二
参
照
。「
パ
ウ

ロ
は
神
と
ひ
と
の
関
わ
り
と
し
て
信
の
二
相
〔
い
わ
ば
、
人
間
の

信
仰
と
神
＝
キ
リ
ス
ト
の
信
義
〕
を
判
別
し
て
い
る
〔「
分
離
」
で

は
な
い
：
評
者
〕。
こ
の
言
語
的
事
実
に
信
の
哲
学
の
存
在
理
由
が

あ
り
、
ピ
ス
テ
ィ
ス
の
二
相
の
判
別
と
統
一
は
こ
れ
ま
で
の
多
く

の
論
争
に
解
決
案
を
提
示
す
る
で
あ
ろ
う
」
上
五
一
五
）。

　
「
パ
ウ
ロ
の
心
身
論 ―

 

心
魂
の
内
奥
に
何
が
生
起
す
る
の
か 

―
 

」
と
題
さ
れ
た
第
四
章
は
、
上
述
の
ご
と
き
「
ロ
ー
マ
書
」
の

精
緻
な
「
意
味
論
的
分
析
」
か
ら
析
出
さ
れ
た
（「
一
歩
踏
み
出
し
」

た
﹇
上
七
三
四
﹈）
パ
ウ
ロ
の
「
信
の
哲
学
」
に
基
づ
く
哲
学
的
人

間
論
の
展
開
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
特
に
、
従
来
、
パ
ウ
ロ
に
お
け

る
「
肉
」
と
い
う
概
念
の
「
ア
ポ
リ
ア
」、あ
る
い
は
「
両
義
的
」（
上
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六
六
四
）
な
ど
と
聖
書
解
釈
者
た
ち
を
悩
ま
せ
て
き
た
問
題
に
、

一
定
の
解
決
が
与
え
ら
れ
る（
上
六
六
六
）。
あ
り
て
い
に
言
え
ば
、

そ
の
よ
う
な
問
題
は
、「
ロ
ー
マ
書
」
に
関
す
る
著
者
が
行
な
っ
た

よ
う
な
「
言
語
網
」
の
「
意
味
論
的
分
析
」
を
怠
っ
た
こ
と
に
よ
っ

て
生
じ
た
の
で
あ
り
（
上
六
九
三
〜
六
九
四
頁
）、「
一
見
矛
盾
」

し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
上
四
五
三
）。

　

下
巻
を
構
成
す
る
第
三
部
で
は
、
そ
の
「
序
」
が
「
信
の
哲
学

者
パ
ウ
ロ
に
基
づ
く
哲
学
と
神
学
の
対
話
の
可
能
性
」
と
題
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、上
巻
で
詳
述
さ
れ
た「
信
の
哲
学
」の
達
成
に
よ
っ

て
、
西
洋
哲
学
並
び
に
神
学
の
歴
史
を
貫
く
い
く
つ
か
の
難
題
に

対
し
て
、「
ど
れ
だ
け
の
問
題
が
解
け
る
か
挑
戦
」
を
試
み
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
問
題
と
は
、「
信
仰
と
理
性
」
の
対
立
、
具
体
的
に
は
ア

ン
セ
ル
ム
ス
の
い
わ
ゆ
る
神
の
「
存
在
論
的
証
明
」
と
そ
れ
に
対

す
る
カ
ン
ト
の
超
越
論
的
哲
学
に
よ
る
批
判
（
第
五
章
）、
ア
ウ
グ

ス
テ
ィ
ヌ
ス
と
ペ
ラ
ギ
ウ
ス
に
よ
る「
自
由
裁
量
論
争
」（
第
六
章
）、

ア
ン
セ
ル
ム
ス
の
「
贖
罪
論
」
の
「
ロ
ゴ
ス
」
と
し
て
の
妥
当
性
（
第

七
章
）、ル
タ
ー
の
「
信
仰
の
み
」
と
い
う
旗
印
と
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ

ナ
ス
の
「
恩
恵
論
」（
第
八
章
）
の
対
立
、
そ
し
て
最
後
に
、
ハ
イ

デ
ガ
ー
の
い
わ
ば
非、
信
の
哲
学
（
第
九
章
）
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

こ
の
第
三
部
で
の
著
者
の
態
度
も
、
上
巻
同
様
、
そ
れ
ぞ
れ
の

テ
ク
ス
ト
の
精
緻
な
読
解
（「
真
理
を
愛
す
る
者
同
士
で
論
争
が
あ

る
の
は
テ
ク
ス
ト
が
正
し
く
読
め
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
」﹇
下
一

三
〇
﹈）
の
み
な
ら
ず
、
特
に
、
パ
ウ
ロ
の
書
簡
を
め
ぐ
る
「
誤
訳

と
誤
解
故
に
論
争
の
歴
史
で
あ
っ
た
」
点
（
た
と
え
ば
、
ヒ
エ
ロ

ニ
ム
ス
以
来
の「
ロ
ー
マ
書
」三
章
二
二
節
の「
致
命
的
な
誤
訳
」﹇
下

三
一
三
﹈）
を
鋭
く
突
い
て
、
著
者
の
「
信
の
哲
学
」
を
確
立
す
る

作
業
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
さ
い
、
哲
学
・
神
学
史
上
の
難

問
に
解
決
を
与
え
よ
う
と
す
る
著
者
の
姿
勢
は
、
一
貫
し
て
建
設

的
で
調
停
的
な
も
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
著
者
は
、「
カ
ト
リ
ッ
ク

と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
双
方
の
立
場
は
和
解
可
能
な
も
の
で
あ
る
こ

と
」（
下
八
）
を
、「
共
約
性
の
哲
学
者
パ
ウ
ロ
が
既
に
提
案
し
て

い
た
」（
下
一
二
八
）
と
論
じ
る
。

　

こ
の
大
著
全
体
に
お
い
て
著
者
が
最
終
的
に
目
指
し
て
い
る
の

は
、パ
ウ
ロ
に
基
づ
き
、ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
を
も
超
え
て
、「
理
論
学
」

と
「
実
践
学
」
を
総
合
す
る
「
グ
ラ
ン
ド
セ
オ
リ
ー
」（
上
八
二
〇
）

と
し
て
の
「
信
の
哲
学
」、「
理
論
理
性
と
実
践
理
性
を
総
合
す
る
」

（
上
八
二
六
頁
）「
大
統
一
理
論
」（
上
六
二
四
）
た
る
「
信
の
哲
学
」

を
打
ち
立
て
る
こ
と
で
あ
る
。
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繰
り
返
し
に
な
る
が
、
こ
の
よ
う
な
壮
大
か
つ
野
心
的
な
大
著

を
、
わ
ず
か
な
紙
数
で
要
約
す
る
こ
と
な
ど
無
理
で
あ
る
。
以
上

の
ま
と
め
は
あ
く
ま
で
評
者
自
身
の
観
点
に
よ
る
雑

な
も
の
に

過
ぎ
な
い
。「
最
後
ま
で
理
性
の
み
を
主
張
す
る
本
書
の
議
論
」
に
、

「
マ
ジ
ッ
ク
、
魔
法
、
ペ
テ
ン
が
隠
さ
れ
て
い
る
」（「
あ
と
が
き
」

下
四
八
七
）
と
ま
で
は
言
わ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
湧
い
て
く
る
評

者
な
り
の
疑
問
を
い
く
つ
か
述
べ
た
い
。

　
「
信
の
哲
学
」
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
哲
学
を
下
敷
き
と
し
て
い
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、そ
れ
が「
哲
学
」で
あ
る
と
い
う
の
は
、「
信

じ
る
者
に
も
信
じ
な
い
者
に
も
」（
上
三
な
ど
随
所
）、「
理
性
」
を

持
つ
も
の
と
し
て
、「
共
約
可
能
性
を
根
源
的
に
担
う
も
の
」
と
し

て
「
合
理
性
」
を
目
指
し
、
実
際
そ
れ
を
達
成
し
て
い
る
、
と
主

張
し
て
い
る
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、「
合
理
性
を
根
源
的
に

支
え
る
も
の
は
理
性
の
自
立
性
、
自
発
性
で
あ
る
」（
上
七
七
）
と

さ
れ
る
。
さ
ら
に
、「
そ
の
自
律
性
な
い
し
自
発
性
を
保
証
す
る
も

の
は
最
も
基
礎
的
な
も
の
と
し
て
論
理
法
則
に
し
て
存
在
の
法
則

で
も
あ
る
矛
盾
律
で
あ
る
」（
同
）
と
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
宗
教

的
な
感
覚
を
も
ち
そ
の
理
論
を
作
ら
ざ
る
を
得
な
い
人
間
と
い
う

も
の
の
理
解
を
め
ぐ
る
思
考
の
最
低
限
の
制
約
と
し
て
矛
盾
律
を

確
認
」（
上
九
八
）
す
る
か
ら
で
あ
り
、「
矛
盾
律
」
は
「
あ
ら
ゆ

る
存
在
及
び
思
考
と
言
語
の
基
礎
に
あ
る
公
理
で
あ
り
、
こ
の
原

理
を
否
定
す
る
者
に
対
し
論
証
は
論

的
に
し
か
な
さ
れ
え
な
い
」

か
ら
で
あ
る
と
い
う（
上
七
七
）。評
者
は
、ま
ず
こ
の
点
に
関
し
て
、

根
本
的
疑
問
を
持
つ
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
「
論

的
」
と
言
わ
れ
て
い
る
の
は
、
お
そ
ら
く
「
自

己
言
及
」
的
な
議
論
の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。
著
者
は
説
明
す
る
。

「
一
旦
、『
矛
盾
律
は
偽
で
あ
る
』
と
口
を
開
く
な
ら
、『
あ
な
た
は
、

「
矛
盾
律
は
同
時
に
真
で
あ
り
偽
で
あ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
」
と

い
う
矛
盾
律
の
公
理
に
基
づ
い
て
そ
う
語
っ
て
い
る
』
と
言
え
ば

よ
い
。
何
か
が
真
で
あ
り
そ
し
て
偽
で
あ
る
こ
と
は
同
時
に
で
き

な
い
が
、
矛
盾
律
に
基
づ
い
て
矛
盾
律
を
否
定
し
て
い
る
た
め
に
、

真
で
あ
り
か
つ
偽
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で

あ
る
」（
同
）。
こ
れ
は
、
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
が
、
私
が
む
し
ろ

著
者
に
問
い
た
い
の
は
、「
矛
盾
律
」
が
「
公
理
」
や
「
原
理
」
で

あ
る
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
こ
の
「
自
己
言
及
」
性
こ
そ
が
、

あ
る
種
理
性
の
限
界
と
し
て
基
底
に
横
た
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
数
学
に
お
け
る
ラ
ッ
セ
ル
（B. 
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Russell

）
の
パ
ラ
ド
ク
ス
や
ゲ
ー
デ
ル
（K

. Gödel

）
の
「
不
完

全
性
定
理
」、
量
子
力
学
の
「
不
確
定
性
原
理
」
や
「
相
補
性
」
の

原
理
（
ハ
イ
ゼ
ン
ベ
ル
クW

. H
eisenberg

と
ボ
ー
アN

. Bohr

）、

さ
ら
に
は
、「
生
物（
生
命
）」の
定
義
の「
再
帰
性récurrence

」（
カ

ン
ギ
レ
ムG. Canguilhem

）
に
至
る
ま
で
、お
よ
そ
「
理
論
理
性
」

の
営
み
に
は
、
こ
の
種
の
「
自
己
言
及
」
が
つ
い
て
回
る
の
で
は

な
い
か
、
と
い
う
の
が
評
者
の
考
え
で
あ
る
。
評
者
の
専
門
を
遥

か
に
超
え
て
大
風
呂
敷
を
広
げ
る
暴
挙
を
ご
寛
恕
願
い
た
い
の
は
、

本
書
に
お
い
て
も
、
随
所
（
上
七
〇
、
九
九
、
二
五
八
〜
二
六
〇

頁
な
ど
、
本
書
「
索
引
」
も
参
照
）
で
、「
自
然
主
義
」、
す
な
わ

ち
自
然
科
学
へ
の
挑
戦
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ほ
か
な
ら
ぬ

「
自
然
主
義
」
を
超
え
て
哲
学
が
議
論
す
べ
き
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

人
（
と
著
者
に
よ
れ
ば
神
も
）
が
駆
使
す
る
／
せ
ざ
る
を
え
な
い

二
重
分
節
言
語
の
ゆ
え
に
不
可
避
的
に
生
じ
る
（
と
評
者
は
考
え

る
の
だ
が
）「
自
己
言
及
」
と
い
う
こ
の
限
界
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

上
述
の
こ
と
と
関
連
す
る
（
と
評
者
は
考
え
る
）
が
、
次
に
疑

問
を
持
つ
の
は
、
本
書
に
お
け
る
「
聖
書
学
者
が
恰
も
当
然
か
の

ご
と
く
に
前
提
す
る
解
釈
学
」（
上
一
〇
八
）
を
拒
否
す
る
姿
勢
で

あ
る
。
そ
の
姿
勢
の
方
法
論
上
の
手
続
き
は
、「
端
的
に
テ
ク
ス
ト

と
著
者
、
さ
ら
に
は
テ
ク
ス
ト
と
読
み
手
を
遮
断
す
る
こ
と
で
あ

る
」（
上
四
四
〇
）。
し
か
し
、
正
当
に
も
著
者
は
、「
テ
ク
ス
ト
と

著
者
パ
ウ
ロ
を
さ
ら
に
は
読
者
を
端
的
に
遮
断
す
る
こ
と
は
不
可

能
で
あ
る
」（
上
四
四
一
）と
も
記
し
て
い
る
。
テ
ク
ス
ト
は
誰、か、に、

よ、
っ、
て、
書
か
れ
な
け
れ
ば
存
在
し
な
い
し
、
誰、
か、
に、
よ、
っ、
て、
読

ま
れ
な
け
れ
ば
論
じ
る
こ
と
す
ら
で
き
な
い
。
著
者
自
身
が
述
べ

て
い
る
「
こ
れ
〔
本
書
〕
を
執
筆
し
て
い
る
私
〔
著
者
千
葉
氏
〕

は
そ
の
〔
パ
ウ
ロ
書
簡
の
〕
読
者
で
あ
る
」（
同
）
と
い
う
一
文
は
、

本
書
全
体
の
文
脈
か
ら
む
し
ろ
浮
い
て
い
る
。

　

し
か
し
、こ
の
解
釈
学
を
め
ぐ
る
議
論
は
、す
ぐ
に
、「
そ
れ
故
に
、

遮
断
と
い
う
こ
と
の
実
質
は
、
解
釈
が
従
来
遂
行
さ
れ
て
き
た
議

論
領
域
を
回
避
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
、
奇
妙
に
も
（
評
者
に
言

わ
せ
れ
ば
）
矮
小
化
さ
れ
て
し
ま
う
。
解
釈
学
の
要
諦
は
、
た
ん

に
「
神
学
的
伝
統
に
お
け
る
教
え
の
解
釈
学
的
循
環
」
に
絡
め
取

ら
れ
る
こ
と
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。「
循
環
フ
リ
ー
な
解
釈
」
な

ど
と
い
う
の
は
虚
妄
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
書
の
「
信
の

哲
学
」
が
、仮
に
、「
循
環
フ
リ
ー
」
な
「
ロ
ー
マ
書
」
の
言
語
の
「
意

味
論
的
分
析
」
か
ら
出
発
で
き
る
と
し
て
、
そ
れ
な
ら
ば
、
な
ぜ
、
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第
三
部
が
必
要
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
個
人
的
に
は
、
第
三
部
で
論

じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
解
釈
史
が
あ
っ
て
こ
そ
の
著
者
に
よ
る
新

た
な
「
ロ
ー
マ
書
」
理
解
と
し
か
思
え
な
い
の
で
あ
る
。
端
的
に
、

本
書
に
お
け
る
「
ロ
ー
マ
書
」
の
「
言
語
網
」
の
「
意
味
論

的
分
析
」
に
よ、っ、て、、本
書
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
神
学
的
・

哲
学
的
難
題
の
調
停
が
可
能
と
な
っ
た
の
か
、
む
し
ろ
、
そ
の
よ

う
な
難
題
の
調
停
の
た、
め、
に、
こ
そ
く
だ
ん
の
「
言
語
網
」
の
析
出

が
可
能
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
、と
問
う
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
こ
の
疑
問
は
、
こ
の
著
作
の
価
値
を
貶
め
る
も
の
で

は
な
い
。
本
書
に
よ
っ
て
、「
ロ
ー
マ
書
」
の
理
解
と
、
評
者
た
る

私
の
「
私
」
自
身
に
対
す
る
理
解
は
、
い
っ
そ
う
深
め
ら
れ
た
か

ら
で
あ
る（
著
者
自
身
も
同
様
で
あ
る
に
違
い
な
い
）。「
無
矛
盾
性
」

に
固
着
す
る「
信
の
哲
学
」は
、こ
の「
自
己
言
及
」性
、あ
る
い
は「
循

環
」
に
耐
え
ら
れ
な
い
（
拒
絶
す
る
）
の
で
あ
る
（
上
六
〇
一
〜

六
〇
三
注
（
６
）、（
８
）、（
11
）
な
ど
を
参
照
）。
著
者
は
、
む
し

ろ「
ロ
ー
マ
書
」の
解
釈
学
的
循
環
に
果
敢
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
、

と
言
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

解
釈
学
に
対
す
る
著
者
の
態
度
を
め
ぐ
っ
て
評
者
が
感
じ
る
違

和
感
は
、
第
四
章
に
お
い
て
い
っ
そ
う
強
く
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、

そ
こ
で
は
、
度
々
「
読
者
」
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
、「
ロ
ー
マ
書
」
の
「
意
味
論
的
分
析
」
を
一
旦
終
了
し

た
後
の
こ
の
章
は
、明
言
さ
れ
て
い
な
い
が
、（「
一
歩
進
め
て
」﹇
上

七
二
二
﹈）
解
釈
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
あ
る
程
度
許
容
し
た
議
論
に

な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
（「
解
釈
学
的
に
は
」﹇
上
六
六
〇
﹈、
な

ど
）。
言
い
換
え
る
な
ら
、
神
学
（
史
）
的
議
論
に
踏
み
込
ん
で
い

る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
第
四
章
第
五
節

で
は
、
エ
ル
ゴ
ン
Ｄ
言
語
と
関
連
し
て
「
わ
れ
」
と
は
誰
か
と
い

う
問
い
が
執
拗
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

エ
ル
ゴ
ン
Ｄ
言
語
は
、「
聖
霊
」
を
「
必
然
的
構
成
要
素
」
と
す

る
「
神
学
的
言
語
」
で
あ
る
（
上
五
四
二
）。
そ
の
限
り
、「
神
学

的
理
解
」
の
「
党
派
的
な
傾
向
性
」
か
ら
「
循
環
フ
リ
ー
」
で
あ

る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
（
上
四
四
一
）。
し

か
し
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、「
わ
れ
」
が
「
自
己
言
及
」
的
に
問

題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
わ
れ
」
と
は
誰
か
。
パ

ウ
ロ
も
「
わ
れ
」
で
あ
り
、著
者
も
「
わ
れ
」
で
あ
り
、一
「
読
者
」

た
る
評
者
も
「
わ
れ
」
で
あ
る
。
こ
の
「
わ
れ
」
が
具
体
性
を
欠

い
た
抽
象
的
な
存
在
の
ま
ま
で
あ
る
な
ら
ば
、
エ
ル
ゴ
ン
Ａ
、Ｂ
、

そ
し
て
Ｃ
と
の
「
様
相
」
の
判
別
も
瓦
解
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
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う
か
。
人
間
の
誰
か
「
わ
れ
」
に
よ
ら
な
い
「
神
の
自
己
理
解
」

と
い
う
の
は
、評
者
に
は
理
解
で
き
な
い
。あ
く
ま
で
、人
間
た
る
著、

者、
に、
よ、
る、〈
人
間
た
る
パ、ウ、
ロ、
に
よ
る
《
神
の
自
己
理
解
》〉
で

は
な
い
か
（
し
か
し
著
者
に
よ
る
な
ら
、
こ
れ
は
「
ロ
ゴ
ス
上
共

約
可
能
」
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
？
）。「
わ
れ
」
と
は
「
虚
構
空
間
」

（
七
八
五
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
っ
そ
り
現
実
の
「
読
者
」

が
導
入
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。

　
「
わ
れ
」
と
は
、
言
語
学
的
に
は
「
転
換
詞shifter

」
で
あ
り
、

言
説
（discours

）
を
現
実
に
結
び
つ
け
る
「
言
説
の
審
級 

instance de discours

」（
バ
ン
ヴ
ェ
ニ
ス
トÉ. Benveniste

）

に
係
る
も
の
で
あ
る
。
現
実
の「
著
者
」や「
読
者
」が
い
な
け
れ
ば
、

「
わ
れ
」
は
成
り
立
た
な
い
。「
わ
れ
」
た
る
「
パ
ウ
ロ
」
は
、「
歴

史
の
中
に
あ
る
特
定
の
個
人
の
経
験
を
時
系
列
に
お
い
て
記
述
し

て
い
る
わ
け
で
は
い
」（
七
八
五
頁
）
と
理
解
さ
れ
て
い
る
が
、「
聖

霊
」
が
ど
う
で
あ
れ
、悔
い
改
め
る
の
は
こ
の
「
わ
れ
」
で
あ
り
、「
わ

れ
」＝
パ
ウ
ロ
で
あ
り
、「
わ
れ
」＝
読
者
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
わ
れ
」

を
、
パ
ウ
ロ
と
も
同
定
せ
ず
に
、「
神
の
前
の
自
己
完
結
性
」
を
持

つ
者
は
い
っ
た
い
誰
で
あ
る
の
か
。「
神
の
啓
示
行
為
の
報
告
」（
上

一
二
四
な
ど
）を
な
す
の
は
い
っ
た
い
誰
で
あ
る
の
か
。た
と
え「
啓

示
の
差
し
向
け
相
手
」
が
「
三
人
称
」（
上
四
六
七
な
ど
）
で
あ
る

と
し
て
も
、つ
ま
り
、誰
に
向
か
っ
て
語
る
の
で
あ
れ
、種
々
の
「
言

語
網
」
が
指
示
す
る
種
々
の
「
実
在
の
層
と
そ
れ
と
の
関
係
に
お

か
れ
る
人
間
存
在
の
現
実
の
層
」（
上
四
六
八
頁
）
を
「
ロ
ー
マ
書
」

と
い
う
一
つ
の
言
説
に
繫
ぎ
留
め
る
結
節
点
は
、「
パ
ウ
ロ
」
の
「
わ

れ
」
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
（
ま
さ
か
、神
と
は
主
張
さ
れ
ま
い
。

「
ロ
ゴ
ス
」
だ
ろ
う
か
？
「
神
」
は
「
ロ
ゴ
ス
」
そ
の
も
の
で
は
な
い
。

両
者
を
同
一
視
し
た
の
は
、
後
の
正
統
派
と
呼
ば
れ
る
者
た
ち
で

あ
る
が
、
著
者
は
こ
の
正
統
派
の
議
論
を
闖
入
さ
せ
て
い
る
﹇
上

一
八
〇
〜
一
八
一
﹈）。
だ
か
ら
こ
そ
、本
書
に
お
い
て
も
こ
の
「
わ

れ
」
は
、単
な
る
「
意
味
論
」
的
分
析
を
超
え
て
、む
し
ろ
解、
釈、学、的、

に、
追
究
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
第
四
章
第
五
節
、
上
七

四
四
〜
七
八
七
、
特
に
、
上
七
六
三
〜
七
六
四
の
「
メ
タ
な
次
元
」

に
関
す
る
微
妙
な
記
述
を
参
照
）。

　

以
上
、
議
論
が
大
き
く
な
り
す
ぎ
た
の
で
、
微
視
的
な
ト
ピ
ッ

ク
に
よ
っ
て
拙
い
書
評
を
締
め
く
く
り
た
い
。「
解
釈
学
的
循
環
」

と
は
、
何
も
巨
大
な
解
釈
史
を
相
手
に
す
る
だ
け
で
は
な
い
。
最

も
ミ
ニ
マ
ム
な
「
循
環
」
と
し
て
、
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
部
分
と

全
体
の
循
環
が
端
緒
で
あ
る
。



－ 41 －

　

本
書
は
、
ギ
リ
シ
ャ
語
の
単
語
レ
ベ
ル
か
ら
「
ロ
ー
マ
書
」
全

体
に
至
る
ま
で
、
そ
の
精
緻
な
テ
ク
ス
ト
読
解
に
基
づ
く
こ
だ
わ

り
あ
る
翻
訳
に
よ
っ
て
、
様
々
な
新
た
な
知
見
を
与
え
て
く
れ
る

（
た
と
え
ば
、「
附
録
」
の
「『
ピ
ス
テ
ィ
ス
』
と
そ
の
訳
語
に
つ
い
て
」

﹇
下
四
二
二
〜
四
二
六
﹈な
ど
）。
特
に
、そ
の
こ
だ
わ
り
あ
る「
ロ
ー

マ
書
」
の
新
訳
は
、
新
約
聖
書
や
キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
核
心
に
か

か
わ
る
こ
の
文
書
に
つ
い
て
、
注
意
深
く
読
み
直
し
新
た
な
発
見

を
な
す
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
。

　

そ
の
さ
さ
や
か
な
例
と
し
て
、
著
者
が
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
以
来
の

「
誤
訳
」
を
厳
し
く
糾
弾
す
る
「
ロ
ー
マ
書
」
三
章
二
二
節
（
上
一

二
五
〜
一
二
六
な
ど
随
所
）
の
翻
訳
に
つ
い
て
気
づ
い
た
こ
と
が

あ
る
。
著
者
に
よ
っ
て
「
端
的
な
誤
訳
」（
上
一
二
六
頁
）
と
指
摘

さ
れ
る
こ
の
「
ロ
ー
マ
書
」
の
箇
所
と
、
同
じ
く
一
〇
章
一
一
〜

一
二
節
の
間
の
顕
著
な
類
似
で
あ
る
。
両
者
を
ギ
リ
シ
ャ
語
原
典

で
並
べ
て
み
よ
う
（
テ
ク
ス
ト
は
著
者
と
同
じN

estle-A
land

二

十
八
版
）。

(Rom
. 3 : 22)

(Rom
. 10 : 11-12)

                    　
　
　

 

　
一
見
し
て
、
両
者
の
文
体
上
の
類
似
（
と
い
う
よ
り
も
同
一
性
）
は

明
ら
か
で
あ
る
。
著
者
千
葉
訳
で
は
、同
一
の
単
語

に
、

前
者
で
は
「﹇
神
の
義
と
そ
の
啓
示
の
媒
介
で
あ
る
イ
エ
ス
・
キ
リ

ス
ト
の
信
の
﹈
分
離
」
と
、
後
者
で
は
「
分
け
隔
て
」
と
異
な
る

訳
語
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
両
者
の
表
現
上
の
類
似
に

鑑
み
る
に
、
両
者
の

は
、
前
文
に
お
け
る

（
前
者
は

対
格

）
に
つ
い
て
の
（
な
ぜ
「
す
べ
て
の
」
と
言
っ
た

か
の
）
説
明
と
な
っ
て
お
り
、
前
者
に
つ
い
て
も
、「﹇
ユ
ダ
ヤ
人

と
ギ
リ
シ
ャ
人
の
間
の
﹈
分
け
隔
て
」
が
な
い
、
あ
る
い
は
よ
り

一
般
的
「﹇
人
々
の
間
に
﹈
分
け
隔
て
が
な
い
」、
と
い
う
訳
の
可

能
も
捨
て
き
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
が
、
ど

ち
ら
もdistinctio

と
翻
訳
し
た
こ
と
は
、
こ
の
類
似
に
照
ら
し
て

も
宜
な
る
か
な
で
あ
り
、
新
た
な
聖
書
協
会
共
同
訳
で
、
ど
ち
ら

πᾶς

πάντας τοὺς πιστεύοντας. οὐ γάρ ἐστιν διαστολή

γάρ

πάντας

διαστολή

δικαιοσύνη δὲ θεοῦ διὰ πίστεω
ς Ἰησοῦ Χριστοῦ εἰς

πᾶς ὁ πιστεύω
ν ἐπ᾽ αὐτῷ

 οὐ καταισχυνθήσεται. 

οὐ γάρ ἐστιν διαστολὴ  Ἰουδαίου τε καὶ  Ἕλλ
ηνος,
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も
「
そ
こ
に
は
何
の
差
別
も
な
い
／
あ
り
ま
せ
ん
」
と
し
て
い
る

の
も
、「
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
の
権
威
に
盲
従
し
」（
上
四
三
六
頁
）
て

い
る
だ
け
で
も
あ
る
ま
い
。「
ロ
ー
マ
書
」
全
体
と
し
て
は
、「
ユ

ダ
ヤ
人
」
と
そ
う
で
な
い
者
と
の
間
の
対
比
が
、
著
者
に
よ
る
言

語
網
の
「
意
味
論
的
分
析
」
に
お
い
て
も
（
エ
ル
ゴ
ン
Ｂ
言
語
と

Ａ
言
語
と
し
て
）
際
立
っ
て
い
る
点
は
、
逆
に
伝
統
的
な
翻
訳
の

可
能
性
を
補
強
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
本
書
は
、「
ロ
ー
マ
書
」
の
一
字
一
句
か
ら
全
体

に
わ
た
る
ま
で
、
刺
激
的
な
議
論
に
満
ち
溢
れ
て
い
る
。「
ロ
ー
マ

書
」
の
み
な
ら
ず
、
新
約
聖
書
全
体
、
さ
ら
に
は
、
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
は
も
と
よ
り
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
か
ら
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
い

た
る
ま
で
、
西
洋
の
哲
学
者
・
神
学
者
た
ち
の
思
索
の
跡
を
た
ど

る
う
え
で
も
、
本
書
が
数
多
く
の
有
益
な
示
唆
を
あ
た
え
て
く
れ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。




